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１、目的 
平均余命の伸長とともに、老後の夫婦生活の期間が長くなっている。しかも子供と同 

居せずにこの間、夫婦だけで老後を過ごす人が多くなっている。これからの、長い老後 
生活を幸福に過ごすためには、仕事、健康、趣味、孫も良い効果を生み出すことになる 
と考えられるが、次第に社会関係も縮小していくので、特に家庭内のこと、夫婦関係が 
重要になってくるのではないだろうか。 

本研究の目的は、妻の主観的幸福感を高める（或いは低下させる）夫婦関係上の要因 
を明らかにすることである。より具体的には、夫婦関係を多面的に捉えて、主観的幸福

感との関連を追究する。 
２、研究方法 
  調査対象者は、東京都西多摩郡Ｈ町に在住し、老人福祉センターに来所した 60 歳以

上の在宅の有配偶女性（健常者）113 名で、個別自記形式の質問紙調査を行った。 
  分析は、２段階で実施した。第１段階は前述した５つの仮説をもとに、夫の家事分担、

性別役割意識、同伴行動、情緒的サポート及びネガティブサポートの違いが、妻の主観

的幸福感に違いをもたらしているかを検討するため、相関分析や一元配置の分散分析を

行って、２変数間の関係を明らかにする。第２段階は、妻の主観的幸福感を高める（或

いは低下させる）夫婦関係上の要因を明らかにするために、妻から見た夫婦関係とコン

トロール要因として検討した変数を独立変数、妻の主観的幸福感を従属変数として、重

回帰分析を行い、他の独立変数の影響を取り除いた各独立変数の影響を明らかにする。 
３、分析結果 
  ５つの仮説では、仮説４「夫からの情緒的サポートがあるほど妻の主観的幸福感が高

い」、仮説５「夫からのネガティブサポートがあるほど妻の主観的幸福感が低い」は支

持され、仮説１「夫が家事分担を多くしていると妻の主観的幸福感が高い」及び仮説２

「夫の性別役割意識が弱い方が妻の主観的幸福感が高い」仮説３「夫との同伴行動がよ

くあると妻の主観的幸福感が高い」は支持されなかった。 
重回帰分析では、主観的幸福感と最も関連するのは妻の健康状態であった。次に、ネ

ガティブサポートが有意な関連があった、と結論できる。夫の健康状態及び情緒的サポ

ートは、２変数間の相関はあるものの、重回帰分析では有意な関連を示さなかった。 
  また、コントロール要因では、「妻の健康状態」「夫の健康状態」「子供の有無」「子供

の別居・同居別」「孫の有無」「孫との関係」「別居の子供または親戚との関係で気を

配る人の有無」「別居の子供または親戚との関係でいらいらする人の有無」「趣味」な

どと主観的幸福感の関連性を検討した。その結果、有意な関連が認められたのは、「妻

の健康状態」及び「夫の健康状態」並びに「別居の子供または親戚との関係でいらいら

する人の有無」で、「夫の健康状態と夫の家事分担」は、５％水準では有意な関連が認

められなかったが 10％水準では関連が認められた。 
４、結論と考察 
  全体として、妻の主観的幸福感と関連する要因として、一番効果が大きいのは妻の健

康状態であるが、次には、ネガティブサポートの効果が大きく、夫婦関係も妻の主観的

幸福感にとって重要であることが分かった。他の研究や本研究の２変数間の関係では、

情緒的サポートも効果がみられたが、本研究ではその効果はみられなかった。その理由

を追究することがこれからの課題である。 



５、本研究の限界 
本研究は、一地域の老人福祉センターに来所した健常者を対象とした人々であり、あ

る程度、積極的な高齢者が多かった可能性もある。本分析の結果を一般化するにあたっ

ては、慎重さが必要である。 
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